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9. おわりに

(1) 目的

尚

小論では、 るい し いて述べます。その際には、そ

れらを考えるためのいくつかのヒントになると思われることについて、できるだり端的に述べよう

と考えています。そのため、いくらか比端的な表現をとる部分がありますが、お許し頂きたいと

います。

しかしそのような

す。

として、はじめに少し、 いて触れておこうと思いま

(2) これまでの器究

おけるテクノロジーの利用、とくにコンピュータやインターネットの利用を、

＠文化的文探J(socio-cultural context）に照らし

には、「学校の諸特性はテクノロジーの教育利用にどのよう

のようにかたちづくっていくかムまた逆に「テクノロジーの教育利用は、

つ もたらし、それをどのよう ていくかJという、

研究を行っています。

していま

、それをど

のあり方にどのよ

よび分析

ところでテクノロジーの教育利用をこのように見ていきますと、このことは結局、それを通して、

らかにしていくことになります。いいかえればこのよう

な研究にとって、 fテクノ口ジーの教育利用Jは、学校教育の本質的特性に光をあてる明かり、あ
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るいは学校教育の本質的特性を映し とし るともいえるのです。

(3) フリースクールの観察のねらい

そしてこれまで、主として小学校と まいりました。また、フリースクーノレも ま

いりました（大谷＠金子 1998、 ＠大谷 1999,2000、大谷 2000）。フリースクー

については、ここには詳しく述べませんが、なぜフリースクールを見てきたのかということは、

も深く関わるので、これも少しだけ触れておきたいと思いま

これはまた、 ることになると患いますが、それは、インターネットの教育利用という

のは、 ない極があると筆者が考えているからです。ひと

ことでいえば、日

トのもたらす脱近代的（post-modern)

(pre叩modern)

とが、 f近代J

と、インターネッ

なコンフ 1）クトを

こし、そのために教育がうまくいかなくなっていくおそれがあるのではないか、またそのような

コンフりクトのもとで＼子どもや教師が犠牲になることがあるので、はないか、そのような考えをもっ

ているためです。しかしそのような問題は、税近代的な文北的特性を有するフリースクールではあ

まり起きないのではないかと

このことを病気に例えると、ある

その病原蕗に影響されない人々もいるとしま

べ、その人々を救ったり、病気を予防したりするため

ない人々をも調べ、影響を受ける人々と

さらに詳しく明らかにしていくはずです。

ることでしょう。

いて

フリースクールでのインターネット利用について関心を持っているのは、このよう

からです。つまり、競原薗のたとえで述べたように、このままいけば、一般の学校でのインターネッ

ト利用は、多かれ少なかれ学校に一種の病気のような状態を引き程こしそうだと筆者が見ていると

いうことが、これでお分かりになったことと患います。

いは精気から回設する方途を探るために、フリースクー

とと思います。

2. ける

おけ

ぐfごめに、ある

るこ

る必要があさて、今日の教育の博報化をみるためには、

りますが、その前に、ごく儲出汁 相口砂期金 おける靖報の扱いをふりかえっておきます

と、前田の改訂は、

通常のよう

り

を反映しているだけではなく、

をも反映したものでした。また、

した。またこれは、

とさ

し、

しました。さらにこれらは、 21世紀初頭までの教育内容を規定するものでもありまし

た。これらの点から、前回の改訂は、通常の改訂よりも、教育改革の色彩の濃いものだと考えられ

ました。そしてこの改訂の主なねらいはいろいろに説明されましたが、その「目玉」ともいうべき

ものをごく分かりやすくいえば、「国際化J、「個性化J、「橋報化J、および「生活科の新設Jの4

が上げられるでしょう。
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この内の情報化については、技術＠

日本ではじめて入れられた

ではなく、学校選択でしたが、それはすべての学校に必ずし

れるわけではないという

し、

しかしこの

力Jということ

れには4つ

たものと

出版している 2宇土

ていまし

以外に、

という領域が新設されました。これは、

る内容でした。これは、厳密には必諺

さ

でした

ることになります口こ

ためか、された 1）のですが、

がばらまかれる となったように患います（文部省 1990）。つまりこれ

によって、

ということ

けがなされまし

ニケーション

あらゆ くの内容が、たとえ

なんらかのかたち なのだというよう

も、

とされました。）

しかしそのことによって、 うでないのかが、きわめて分かりに

くくなってしまいました。そのた と るのかが、 ままになってし

まったといわざる せんO

3. し

そしていよいよ、 (2002年）度か (2003年） り、

りますし、すでに移行措置期間に入っているわけです。

いては、さまざまな入がさまざまな機会に何度も示していることと思いま

すが、ここでごく おきましょう。まず、 ら申しますと、 30 

%削減」ということがいわれています。これはもちろんひとつには「学校5日制への対応、Jのため

ですが、それ以外には、緊密になった教脊内容にゆとちを持たせようというねらいがあります。

つぎにやはり、「総合的な学習の時間jの創設を上げなければならないでしょう。これは、

の日本の教育課翠では、道？患を除けば（道徳は教科ではなく、総合的な学習の時間も教科ではあり

ませんが）はじめての「教科書のない授業時間Jになろうかと患います。

以上がたいへんよく知られていますが、これ以外にも、今回の改訂では、

きく 弾力的に扱っていこうとしています。いわゆる iJf. 

それです。 とめ

されています。

以上が、 とし とき つぎに、 し

し、くことにしましょう。
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4. おける の扱い

とはくらべものにならないほどはっきりしたもの z ζf さ

れについて以下に述べま

（？） 

とし1うことが、

という点では、やはりま

きいでしょう。

たーレ

ザ

L白 B、 Cの3科自かち成り立っており、 それらを

以下のよう

「コンピュータ ネットワークな して、

させるとともに、 しようとする

B：「コンピュータにおけ

おいてコンピュータ

させ

せ、 コミュニケー

ションにおいてコンゼュータな る うとともに、

せ、 ましし

ただしこの説明 、ので、もっと 仁甲ω し、

B 

C = 情報社会への参加

と理解することができます。

問中学校技術＠ とこ3ンピュータJの必諺化と拡大

それから、精報教育についてのもう一つの大きな変化は、中学校技術＠家躍科の全体が再編され

たことでしょう。技術＠家庭科は、技術分野と家庭分野lこ分けられ、前者が、「A 技術とものづく

りム「B情報とコンビュータ」に、後者が、「A 生活の白立と衣食住ム「お家族と家庭生活Jと

に分けられました。そしてそれぞれ、基本的な部分が必修とされたことによって、

はじめて、

修化された

(3) 

もうひとつは、新設された「総合的な学習の時間」での情報的な内容の扱いや情報手段の活用で

す。指導要領では、この時間に扱うテーマとして、よく知られているように国擦理脅弘靖報、環境、

＠健康の4つの柱が例示されているため、多くの学校で「情報jを正面から取り上げる可能性

コンピュータに関する内容が全体のほぼ4分の lまで拡大され、さらにこれが必
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、のに加え、どのような内容の学習においても、

めに培報手段が多用されることが予測されますし、そ

念
品 fこ

5. し L＇く

、、－－v
b
 

していく

り

されていることをひとこと

も

tJ 

ることJだといえま

しかし筆者は、だからといって、コンゼュータやインターネットをどしどし能っていけば、それ

ばらしいものになるというようなことを言おうとしているわけではありません。テクノ

ロジーの利用l土、かなちず、予期しなかったよう

からそのためには、まずなにより

な問題を生じさせることになりま

そこ る

こと コンピュータやインターネット

がありま

このことiままた、別の角度から後述しますが、ここで

べると、筆者は、インターネット以前のコンビュータ

これまでなかったもの

について、コンピュータ と

るだけで

あることなく、 と

1996a, 1996b）。しかし、インターネットは、いっそう大きな

をもたらすと考えられます。それは、コンピュータは、それがたとえネットワークでつながれた何

ものコンピュータであっても、学校の中のものだけが接続されているならば、それはすべて学

校の内でのできごとであるのに対して、インターネットに接続されたコンピュータは、たった 1台

でも、それによって、学校の内と外とをつなぐことになるからです。これは、長い間、文化的に鵠

つに；子校いとって、大きなできごとです。そしてそこで生じるイ μターネット

として、これまでの研究では、下のようむ知見を得ています。

(1) 多様な価髄観との早期の接触による価植形成のパラドックス（大谷 1996b

(2) 学校外の文化が無意図的かっ不用意に流入してくることによる、学校文化とのコンフリクト

（大谷 1997

(3) しなかったような形で関連づけられ、新た される（大谷

1998 

(4) インターネットのもたらすものと出来の学習文化との関のコンフリクト（大谷 1999

ところで筆者は最近、これらの内の（心、つまりインターネットのもたらすものと！日来の学習文化

との関のコンブワクトを、とくに頻繁に観察しています。そしてそれは、インターネットが、

と辻本賞的に異なる学習活動を教室にもたらすためだと考えています。そしてそのような問題は、

においてとくに顕著であると考えています。以下ではそれについて、事例をもと

じます。



6.総合的な学習におけるインターネット手lj揺のもたらすIEI

クト

(1) インタ…ネットよの

インターネットの利用、とくにWEBページからの情報取得でもっとも

とくに小学校では、子どもたちがたくさんのページ

な いることで、ページの意味が理解でき

これはごく インターネット

とすること誌できません。そし (.... 

文化とのコンフワ

される問題は、

どうかさ

れは、日 とするものであり、そこでは、このよう

そ

は；まと

ん じなかったからです。

l立、 おける漢字配当表を背景として、小学校8

出てきませんO しかしそればかりでなく、 5

も、

出てこないように、すべて

リントの作成時には、

もちろんこれまでも、調べ学習などで未習漢字に出会うことはありまし

る程度対応、した児童向けの図書資料などでは、漢字の配当を多少考慮し

それに対してそもそも学習のために用意されたものでないインターネット

れがまったく考慮されていませんO そればかりか、

ような文字の問題だけでなく、語襲の問題もあります。つまり

ますし、さまざまな外国語さえも使用されます。そのため、子どもが

出会う事例がしばしば観察されています。（しか

パソコン上のものにしろ、辞書を利用しながらこのよう

のです。これについては後述します。）

(2) インターネット上の構報譲棋の盟的と

させ

あ

されています。

くの情報では、そ

またこの

し

る

のものにしろ

はきわめて少ない

スタイんとインタ…ネットを鰐いた構報取得とのコンフロタト

さらにもうひとつの問題について、具体的な事例をあげて論じます。長年、野鳥の観察に譲り

んでいるある小学校で、野島の食べる物をインターネットで調べる学習を行いました。学寄のため

として、教師が愛鳥家や日本野鳥の会などのWEBページへのリンク集をあらかじめ作成し、

どものパソコンに設定しでありました。児童はそのリンク集からさまざまなページにアクセスし、

呂的とする博報を調べました。同時にサーチエンジンで、鳥、野鳥、鋭、などと入力して、教師の

ったりンタ集iこないページも検索し、そこからも情報を取得しました。そ

あいました。そしてこの授業で、ある児童が、野鳥の金べるものとして、 f牛詣Jという

WEBページから取得し、それを発表したのです。

確かに、牛の脂を木の枝につけておくと、鳥がっつきに来ます。しかし野鳥が空から急降下して

きて、牛の背中をっついて背脂を食べるようなことはありません。つまり牛脂は人間が「給餌Jす
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るものであって、

る

る物ではないのです。そしてこ

この子の情報取得はそ

さえも、これについ

は、 告

しなかっ

た

'-- も、ま

みるべきではないでしょう。むしろ、より

これは、これま

どもの

べきでしょ

インターネッ

ほかならないと考えら

う。そうだと

トから

れま

(3) 

コンフリクト

ておく、

ーネット

というもののイ丸一

じジをいっ

きさのたくさん

つま与日

と収めら

シ

2) 。

マトリクスに、

りだして、子どもに与えていくというイメー

きわめて高いだけでなく、引き出し

した、しかも正しいことのはっきりしている内容に限

は以下のようになりまられていま

これま

(1) 

(2）正しいという

(3) 

このような、いわ

もとづく

これまでの教育の内容でした。

それに対して今後の学習では、多様かっ援雑で＼しかも日々動いている

してくることが必要となります。そしてインターネットを、そのよう

源と位置づけるとき、インターネットから

とはまったく異なる意義を有することになりますし、そ

でくるのだ、と考えています。しかしそのような情報源は必然的に、これま

していま

と る

そこで＼インターネット

これから

は）

とし ます。

正ししゅ〉どう

(3) 内容のもつ伍値につい

（ヰ）正しさ

している

によっては評錨が対立している

していなL

ところでこのようにまとめてみますと、牛時の例は、このなかの（りにすぎないことがわかります。

それ以外に、（2）や（3）があり、むしろそのほうが、従来の教育で扱ってこなかった内容であるといえ
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るかもしれませんO

たとえば、 PGP(Pretty Good 

証のためのソフト

しいことではありませんO また、サ

そこで、通話を暗号化する必要が出てきま

というソブトがありま これは、 ム〕

｛立、 し しまうことはそれほど

これはいわゆる をイン

ターネット るためのソブト

とができま

PGPとはこれら

メー jレなどは、いくらでも

る

うためのソフトで、このソフトのホームベ

るこ

ダウンロードする

このようにこのソフトは、

のと

る も

したりすると、

じほ

します。いい

ものであるかもしれませんが、

と向

と同じく

らいきわめて危険なものだというべきかもしれないのです。このようなソフト

も簡単にダウンロードでき、使用できま

うか？ より

あるいはしようとしてい

ぽめるべきなのでしょうか？ それと

してい

したらよいのでしょうか？

きなのでしょうか？

ところで、 PG Pはこのようにインターネット し、そこから取得して使舟できるもので

すが、このようにインターネット上になくとも、現在の社会では、かならずしもこれまでのように

正しさや評価の一定でないものがさまざまに出現するようになっていないでしょうか。あるいは従

ら見れば正しくないこととしか忠われないが、つまり学校で、良いこととして教える

ことは決しでできないが、視野を広げれば、必ずしも悪いことではなく、むしろ高い髄舘をもとめ

、だと評価できるよう もあるのではないでしょうか。

たとえば、ヨーロッパには、金づちで掠潜墓地をほんの少しずつでも破壊しようとして何度

されている人がいます。また、ある団体は、「市民核査察Jという行動を行っていますが、これ

は、核施設と考えられる施設に、違法に、しかし非常に穏やかに（かつにこやかに）霞入し、

を試みようとする行動、あるいはそのようなデモンストレーションをする行動です3〕。これらの人々

は、告分たちの行為が国内法に違反するために逮捕されることを覚悟していますが、その行為は、

たとえ園内法では違法になっても、 ＠使用が国捺法的

照らして裁判を行えば自分たちが無罪になり、施設を保有する箪隊や政府の方が有罪になるという

その点で、暴力的あるいは破壊的というより理性的で平和的な行為である

と言うことができます。こういうできごとが実際に存在し、社会的なインパクトをもつようになっ

てきているのです。こういうできごとの存在を無視して、盟強化や国際社会を語ることはできませ

んO これらを無視して、これからの学校教育が行える時代ではないように思えるのです。

これらの例は極端だと考える方もあるかもしれませんO しかし実際には、日
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ル〕

ま

た

ん

」

い

し

来

て

て

問

え

つ

つ

、

と

な

由

も

た

に

き

で

w

つ

る もとづく内容が取り上げられるようになって来ているの

4荷物砂せ不可寸、事ト消籾爪はゆ明古ベ7な人物が取り上げられるよ

この人はきわめてユニーク

られている人で、

呂、

が、あかんべ ってきたよ

した

し

w

つ

ふ

」 ょう

はありませんでした。

また、リトアニアのカウナスで、ナチス

ったことで知られる

ペコ

たことにあるので誌ないでしょう。

もっと多く

ではなく、自分の所属する

のだといえるでしょう。だからこ

るでしょう。

して、自らの判断で行ったこと

のだし、彼に対し

した人など、

ったことにあるの

っfこことに

いのだといえ

町 られもしなかっ

し、

っていまも、

このよう

てきているのかもしれません。

おり、それとは異なる

告らを捧げることが無意味に見えてきて

き方を、どこかで求めているのかもしれま

るのかもしれません。だとすると、日せんQ は、こうし3う

l土、

7. これ表で

っくりとおきてきているのかもしれません 5）。そのような

してしかるべきだと考えられないでしょうか。

らの脱却

(1) インタ…ネット乞f史つ

って行くこと

インターネットから

り入れるかどうかという

とi法、あらたなスタイ

このように見てきますと、

は、むしろ、統制さ

にインターネットからの

なスタイ

そこから脱却して、ここに述べたようなこれまでとは異なる新た

る道に分け入っていくのかどうか、踏み込んでいくのかどうかという間

るべきなのだと思います。そして筆者は、決意をもってそのようなところへと分け

ための新たな道を切り開いていくことこそが、総合的な学習のみならず、

ものにしていくために必要なことなのではないかと考えているのです。

入り、

(2) 

そしてそのためには、

でしょう。たとえば

しリという

して新たなそれらをつくっていく必要がある

く知らなくてよいが既習内容は完全に覚えていなくてはならな

いくらか忘れていてもよいから、未習内容でも自分の力

F
h
u
 



つ。

していけるような力Jをつけるべきだという

にとれば、現状では、

るでしょ

なくてよいという

な こそが

ることはそれほ

1Ji られるのなら、

はならないという

としていたのだと

こっ

としてとらえることも と

せること

(3) これま

し）とし1うことも、こうし3つ

り

いながら

もとづくものかもしれま

をさ

ところでインターネットの利用は、

もたら

させる としてのコンフリクトを

v

つよのノ々ユピン
v

つ

コ

よる

らは、

る

たとえ

なら

る

るか、あるいはそ

あり、

もあります。

それに対して、 WEBベ

ることになりま

ることもあるため、百

は、じつに

ことができま

ジ上の調べたし

それは、そのパソコンに国語辞典のソフトをインストールしておき、 WEBベ

ことばをマウスで選択してコゼーし、辞書ソフトにベーストして謁べるので

らなくても、そのまま、最初から国語辞典で調べることができま

またおなじようにコピーとベーストを利用した例ですが、少

インターネットの利用時ではありませんが、子どもがじっさいに、

にして調べた事例を観察しました。その事例は、高校2

そのよう

じたも

ので、その生徒は、国語の古典の自習の際に、「中鰭Jということばに出会ったのですが、こ

の読み方が分からなかったのです。そこで、同じ意味の語「命婦jを広辞苑で謁べました。すると、

「みようーぷ〔命婦〕平安時代中期以降、後宮の中級の女官や中臆の女房の総称。」という

ました。つまり、「中臆Jは解説に出ていたが読みはなかったのです。

しかしこの子は、広辞苑の解説文はパソコンでも冊子体でも

はノfソコン ました。そしてそ

あることを知っていたので、

をコピーし

としてベーストして調べました。そ

たのです。

このように、ある単語が音として読めなくても、パソコン上では、別の場所から取得し

を入力して検索ができます。この生徒はそれを自分で工夫し、発見したのです。そしてこれこそは、

みごとに「ちゅうーろう を得ることができ

16-



は、コゼーとベーストができなしゅ〉。

は、このように、

とすることで、これまである

これま と思われてい

す

どう

（ヰ｝ インタ ネット 色＼

ーあ

じっ

して、

つ となってい

していま

しているのです。

よって、これま

と盟、うの

をするj という

るためにインタ

いるため

はありませんか？

ネットを用いるのではありませんか？Jとたずねたのですが、そ

いるために交流学習与をするjのだと主張しましたし、どう

うでした。

しかしこれはあきらかに、

て、その逆ではありませんO もし

しているのであって、こ

していなしギよ

うjのであっ

といえば、目的と

しているのです。

fこだしこ えー ることはできませんO こ インターネット し、

たこれまでのプロジェクト、

のでしょう。ですから、こ

までのインターネット

なるからです。つまり、

ただ、もういちどご飯と茶碗に炭って考えると、

ないわけではありません。それは、「新しい

した

それは、これ

しているということに

ちだということになります。

るということが、

サこから、それで

ことではありませんO

ってきたから、そ

るところ

それをいつまで

を食べて

し＇oJというみたい。Jあるいは

ような状況です。これ

w

つ
、

こ
シ
」ゆっ

ると、インターネット 目的と手段が転倒しているとすれば、それはちょ

のだと解釈することも可能です。そして、そのような状態がい

ることが可能です。つまで

しかしそれをいつまでも いてはならない にインターネットを使わなければ

できないことは伺か？ このこと

らないと思う

(5) インターネット

そのためにこそ、インターネットを使うのでなければな

うのか

しかし、本当に情報手段を使わなければできないことは、じつは、これま

る限り、存在しないことになります。もしそんなことがあれば、教科書を中心とした授業は

しなくなっているはずです。ですから、鵠報手段を鑓わなければならないことというのは、以



上のように、これま

ていま

と るあり るということ以外にあり いのだと lま

8. 

しかしそ

かえしになり

ジーは、そ

た、あるい

いま

いくこと

(1) テタ／忠

るべきこと

で、以下のようなこと

どもをとりまく

ていく

いいかえればそれは、子ども

一パ…ソナ｝It.コミュニケーション＠メディ

そのような例はいくらでもあげることができますが、ここでは、ひとつだ

それは、携帯電話を中心とするパーソナル＠コミュニケーション＠メディア

ると 、ま くり

テクノロ

しなかっ

side 

J-. 

して

とそ

うとJ皆、いま

、ろいろと取ち られるようになってきています。

も、

す（1j＼此木 2000）。しか

べたいと思いま

(2) 

タイ e ネット

と

くテク .IDジーか

く

同時に、近くの人同士の間を切り

たとえば、以前は、 ってく

なことが多かったため、 しているのかを、

る前は、 はなんとなく分かりますので、

あ

していま

それについ

ります。しかしそれと

ま

どもにかわるというよう

していました。また、コードレ

どもがどんな話をしているか、

もだいたい知っていました。しかしまずコードレス議話の普及によって、話は自分の部屋でする

ことになり、誰からかかってきたのかは分かつても、荷の話をしているのかは分からなくなりまし

た。また、子どもが子ども部屋から発信した場合は、誰にかけているのかもわからなくなりました。

そしてさらに、子どもが携帯電話を使うようになってから、受信も発告も

行われるようになりますので、子どもが誰とどんな付き合いをしているのかが分からなくなり、

くまで帰って来なかったときに誰に居場所をたずねれば良いかわからなくなって盟るばかりでなく、

どもが家出してしまったときに、どの子に居場所を相談すればよいのかまったく分からないとい

うよう もおきています。

このようにパーソナル＠コミュニケーション＠メディアは、家族のような、社会を構成する

コミュニケーションの輪の中にも、しらずしらずのうちに、抜くことのできない fく

さびJのように打ち入り、その輪を引き裂いていく作用をもっているのだと、警戒的に認識する必

-18-



るように、 られるの

という構報イヒのパうドックス(3) 

し、っぽう、インタ

られることも多くなっていま

で、たらめにい

（？）メディア

く」というよう

し

ども

うためのメールアドレスを設けて、そういうメー

のような「不幸のメールJが

していなけ

られにくいので、

ぐに 7人にこのメールを送らないるのに、

と、今すぐおまえ

どもたちはこ

そういうこと

ってしまうことがあるよう

っfこらこ

<.... ある

と店、いま にが

メーノレを

るとし1うことは、

ないで、それがたと

そ

メー

ールのメッ

ひとつは、

っても、どこか

それを墓場へ送らせるということは、

その点が問題だと考えるのです。

パーソナル＠コミュニケーション＠メディアというのは、

メ

「のろいjです。このような

のろいを避けるために

せたことになり、

のろい

ことになるという

きものであって、そのために

公

と閉じこめてしまうことで、科学牲を否定し、オカノレト的な内容を承認して

いく文化的な機能をもっ場合があると筆者は考えています。そういった機能によって拡大されたオ

カルト性が、携帯電話という最先端の構報機器を通して広められ、そのようなオカ jレi、性を引き

けるサーバを教員が設定しなければならないということが、テクノ口ジー利用の問題としても、

としても、なんともいえない苦しみを秘めた矛居であるように筆者には考えられま

（冗談ではなく、このまま進めば、そのうちに不幸のメールの墓場を設定したサーバの fお駿いj

や fお浄めJをしたり、廃棄するときには「サーバ扶養jをしたりしなくてはならなくなるのでは

ないかと心配します。）このような

べきことがらを、いくら自の前の子ども

のは、

また、テクノ口ジーというの誌、つねに

クノロジーにおける近代北のパラドックスJともいう

っているからといって、学校や教師が作り出していく

るのではなしゅ〉と考えるのです。

向

かうことによっ

さ

テクノロジ

｛到 しっかりとし

で

されていないのですから、さら

は、そのようなことをつねに

それをささえる

メーノレに対する子ども

ことになるでしょう。

ます

どうする は、こう

19-



いう
甲マ

」て、 は対応しきれないものなのではないかと考えています。ここに含まれている

のは、ひとつには

るし、

のではないかと

どものときに、

うにとし）し）ましfこO

らったものなのに、そんなことしていいのだろう

「いいんだjと教え、 fそうしなければならなし

もちろん、学校で子どもどうしが、こういう問題を明る

そして

ることでしか、

るのは、

きない

8) 。

そ ぐ

だちからも

ました。

り扱い、

こうしミう

する

ども

ども じたときに、

して、

のではないでしょうか。

とし、つ

うべき

j おわりに

ともなう、 し、 るとともに、

りましfこO

さらにこのよう

となることがらについて、いくつ

みつめていきたいと ていま

注

1）① 

② 

③ 

③ 

る

タ〉

2）間設のものは、歌米の文化にも存在し、英語でmedicinechestと呼ばれま

以前はどの国でも漢方薬のようなもの（herbalmedicine）を使っており、それ

誌じて調合して服用していたので、このようなたくさんの引き出しのつい

たのでしょう。

を問

ず3

3）以上、たとえば朝日新聞2001年2月7, 14, 21日

した。J, 2.秘密の訓練「正体暴けj

への配髄合法なのか。J

4) 「核兵器の威嚇または援用は、

ノレおよび掠員iJに一殻的に反するJ

96年7月8日

5）ただし、教育での現在の彼等の扱いは、彼等の本質を伝えるものになってはいないように思え

ます。南方にしろ、杉原にしろ、これまでのような仮構的な f教材Jの世界のできごととして扱

と法。 1l. 

「3.

jレー
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うなら簡単ですが、現実の子どもが、彼等のような行動をとろうとしたときには、教師は対応に

留るに違いないでしょう。たとえば杉原のように、親や教師のいうことを間かないで＼告

しいと考えることを通そうとする子に、杉原を教えた教師はどう対応するのでしょうか。

がこれをしたのは大人になってからであって、君たちも大人になるまでは親や教師のいうことを

ききなさいJなどと

る

6）それどころか、

るべきでiまないと思いま

く、

から

していま

1977）が、そのよう

は思えます。

ったためにとくに不安が強く、緊急になんらかの対応を

いては、

ないままでいるのも、

7）ただ

しなくて

ることま

8）もちろん、そ

どものケースで、限定的かっ個別的

るものではありませんO

しなくなっているの

ということがいわれますが、このよう

ケアの機能であるように思いま

ってきたのは、

の

よりも
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